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令和４年度上半期

大槌町水道事業　業務状況報告書



1 事業の概況

(1) 給水状況

2 経理の状況

(1) 収益的収入及び支出（消費税込み）

(2) 資本的収入及び支出（消費税込み）

有収水量（㎥）

有収率

当　期　末

679,887

3,736

4,090

8,566

465,805

　当期の資本的支出は 75,681,096円となりました。支出の内訳は、建設改良費 18,414,429 円、企

業債償還金 57,266,667円です。

△ 8

△ 6,608

△2.72

　当期の営業収益は 103,775,187円、営業外収益は 42,072,614円、特別利益は 143,500円で、合

計 145,991,301円となり、収入の柱である給水収益は、予算額 207,207,000円に対し調定額

103,096,587円で、執行率49.8％になりました。

　当期の営業費用は 117,950,411円、営業外費用は 7,268,288円、特別損失は 75,900 円で、合計

125,294,599円となりました。

68.51%

8,574

472,413

71.23%

給水人口（人）

　令和４年度上半期（令和４年４月1日～令和４年９月30日）の大槌町水道事業の業務状況は次の

とおりです。

種　別

配水量（㎥）

1日平均配水量（㎥）

増　減

△ 2,363

△ 13

30

前　期　末

682,250

3,749

4,060給水戸数（戸）

　令和４年度上半期の水道事業は前期と比較し、配水量、有収水量共に減少し、有収率が低下し

ております。配水管の排泥作業や漏水が原因と考えられます。

　給水人口は前期と比べて同水準ですが、今後人口減少が確実な状況下で、給水収益の減少が予

想されます。水道事業を運営していくためには、適正な水道料金の設定が必要となることから、

収益と支出の状況を見極めながら、住民にわかりやすい情報提供や水道経営の内容を理解しても

らえるよう活動していく予定です。安全な水道水の供給のため、水質管理を徹底し、危機管理体

制のさらなる充実を目指していきます。



(3) 予算執行状況（消費税含み）

ア 収益的収入及び支出

収入 （単位　円）

支出 （単位　円）

イ 資本的収入及び支出

収入 （単位　円）

支出 （単位　円）

　第４項　繰出金 1,000

科　目 予　算　現　額 執　行　額 差　引　額

第１款　水道事業収益 314,672,000 145,991,301 168,680,699

　第１項　営業収益 208,335,000 103,775,187 104,559,813

　第２項　営業外収益 106,279,000 42,072,614 64,206,386

　第３項　特別利益 58,000

第１款　資本的支出 204,435,000 75,681,096 128,753,904

143,500 △ 85,500

117,950,411 181,992,589

執　行　額 差　引　額

337,261,000 125,294,599 211,966,401

科　目

第１款　水道事業費用

　第１項　営業費用 299,943,000

予　算　現　額

　第２項　営業外費用 7,268,288 27,772,712

　第３項　特別損失 1,003,000 75,900 927,100

35,041,000

0 1,000

執　行　額 差　引　額

第１款　資本的収入 95,893,000 0 95,893,000

科　目 予　算　現　額 執　行　額 差　引　額

　第１項　企業債 70,000,000

　第２項　補助金 23,690,000

　第３項　出資金

　第３項　補助金返還金 1,000 0 1,000

予　算　現　額

　第４項　負担金 2,200,000

　第５項　工事負担金 2,000

0 2,200,000

0 2,000

　第１項　建設改良費 89,601,000 18,414,429 71,186,571

　第２項　企業債償還金 114,832,000 57,266,667 57,565,333

　第４項　予備費 1,274,000 0 1,274,000

0 70,000,000

0 23,690,000

0 1,0001,000

科　目



（単位：円）

１．

２．

３．

４．

支払利息及び企業債取扱諸費

５．

６．

(7) 資 産 減 耗 費 2,594,500

(4) 業 務 費 10,237,998

(5) 総 係 費 6,496,706

(6) 減 価 償 却 費 75,011,000

特 別 利 益

(1) 7,268,288

0(2) 雑 支 出

4,314

(2) 他 会 計 補 助 金 0

営 業 外 費 用

7,268,288 34,801,056

経 常 利 益 13,120,478

(6) 他 会 計 負 担 金 0

令和４年度上半期　大槌町水道事業損益計算書

116,083,298

42,069,344

(3) 雑 収 益 34,030

(4) 長 期 前 受 金 戻 入 42,031,000

(5) 国 庫 補 助 金 0

営 業 利 益 △ 21,680,578

営 業 外 収 益

(1) 受取利息及び配当

(2) 配 水 費 6,598,973

(3) 給 水 費 3,302,639

(2) そ の 他 営 業 収 益 678,600

営 業 費 用

(1) 原 水 費 11,841,482

（令和４年４月1日から令和４年９月30日まで）

(1) 給 水 収 益 93,724,120

94,402,720

営 業 収 益

(1) 過年度損益修正益 136,600

(2) そ の 他 特 別 利 益 0 136,600

特 別 損 失

(2) そ の 他 特 別 損 失 0 75,900

(1) 過年度損益修正損 75,900

60,700

当 年 度 純 利 益 13,181,178



（単位：円）
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令和４年度上半期　大槌町水道事業貸借対照表

（令和４年９月30日）

【　資　　産　　の　　部　】

固 定 資 産

(1) 有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

25,581,426

減価償却累計額

100,867,645

52,344,573 48,523,072

構 築 物 5,591,703,817

減価償却累計額 1,530,044,775 4,061,659,042

機 械 及 び 装 置 749,191,846

減価償却累計額 361,606,408 387,585,438

車 両 運 搬 具 2,963,567

有 形 固 定 資 産 合 計 4,556,672,981

(2) 無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権 99,440

無 形 固 定 資 産 合 計 99,440

減価償却累計額 2,123,555 840,012

工具、器具及び備品 34,415,433

減価償却累計額 32,371,832 2,043,601

建 設 仮 勘 定 30,440,390

固 定 資 産 合 計 4,556,772,421

流 動 資 産

(1) 現 金 ・ 預 金 455,948,237

(2) 未 収 金 5,689,632

固 定 負 債

【　負　　債　　の　　部　】

(1) 企 業 債

固 定 負 債 合 計 1,219,361,359

1,219,361,359

(3) その他流動資産 6,270,352

(4) 貸 倒 引 当 金 △ 89,208

流 動 資 産 合 計 467,819,013

資 産 合 計 5,024,591,434



４．
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流 動 負 債

(1) 未 払 金 0

(2) その他流動負債

(3) 企 業 債

16,227,055

57,565,333

(4) 引 当 金 3,051,000

流 動 負 債 合 計 76,843,388

繰 延 収 益

(1) 長 期 前 受 金 3,618,089,017

(2) 収 益 化 累 計 額

資 本 合 計 619,333,200

剰 余 金 合 計 △ 57,554,993

負 債 資 本 合 計 5,024,591,434

その他資本剰余金 0

資 本 剰 余 金 合 計 145,255,187

(2) 利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金 169,113,348

△ 509,035,530

繰 延 収 益 合 計 3,109,053,487

負 債 合 計 4,405,258,234

【　資　　本　　の　　部　】

資 本 金

当年度未処理欠損金 371,923,528

利 益 剰 余 金 合 計 △ 202,810,180

(1) 資 本 剰 余 金

(1) 自 己 資 本 金 676,888,193

資 本 金 合 計 676,888,193

剰 余 金

受贈財産評価額 144,974,187

工 事 負 担 金 281,000


